




















































































































例?）親字 “面” について　p. 1184
　中国の辞書はふつう “面” “面（麺）” という二つの親字を載せており、一
部の日本版辞典も同じようにしています。これが本来の形です。一つの“面”





































































地干” という例文も付けています。ほかに “奋不顾命” “顾钱不顾命” など
の例もこの類の用法です。
　一方、古代ではこの言葉は違う意味を持っています。『辞源』（广东广西湖





































　　手机 shǒujī　携帯電話：“手持移动电话机” の略。“〈口〉大哥大” とも
いった。“打～” 同前をかける。“～电视” 同前のテレビ受信機能。







































例?）“下” について p. 1809
　ほかの用法には触れずに、動詞の補語の用法だけ見てみましょう。
　　ⓐ上から下への動作が完了し、その結果、安定・持続・固定し、動揺や

































される。すなわち、“一 yī” “唯一 wéiyī” “一百一 yìbǎiyī” “一一得一
yīyīdéyī” “念一课 niànyíkè” “一半 yíbàn” “一个 yíge” “一天 yìtiān” “一




















训” “把人训了一顿” は言えません。なぜかというと、“人” は、いったい誰




　　② “有” “在” など存在・所属を表す動詞、“爱” “知道” “看见” など心
理活動・認識・受動的知覚を表す動詞、“上” “进” など場所を目的語に
とる動詞、“遇到” など無意図的な動詞はふつう “把” で目的語を前置




何でも “把” で表現するかもしれませんが、“把” で表現しないこともある、
という初心者への注意にもなるでしょう。
　“我有日语书” はいえますが “我把日语书有” “我把日语书有了” とはいえ
ません。“我爱她” はいえますが “我把她爱” “我把她爱了” もいえません。





















　この “的” は “目的” の “的” でもなく、「わたしの」のような所属を表
す “的” でもありません。その後に出てきた “打的” によってもわかるよ
うに、「タクシー」の意味を表す “的” です。この “的” の発音は第何声で
しょうか。中国でもっとも権威的な辞書『现代汉语词典』（中国社会科学院
语言研究所词典编辑室编 2005.6. 第五版 商务印书馆 p. 291, p. 244）では次の
ように書いてあります。
　　的士 díshì　（方）出租小汽车。
　　打的 dǎ // dí　（口）打车。（例略）
　中国でかなり影響があり高く評価されている『应用汉语词典』（商务印书




















































　つまり、後ろに来る声調によって変調をするのは “一” と “不” だけでは














































　　『新明解国語辞典』（第三版 1981.2.1. p. 570）　肉体的な盛りを過ぎ、そ
ろそろ体の各部に気をつける必要が感じられる時期。〔もと、40歳の
異称。現在は普通に60歳前後を指す〕
　　『新明解国語辞典』（第四版 1989.12.10. p. 626）、『新明解国語辞典』（第


































































　　世界（第三版 p. 1558）　①世界。“～杯” スワールドカップ。“～博览会”
“世博会” 万国博覧会。“～观” “宇宙观” 世界観。“～锦标赛” “世锦
赛” ス世界選手権大会。“～贸易组织” “世贸” 世界貿易機関、WTO。
“～卫生组织” 世界保健機関、WHO。“～小姐” “世姐” ミスユニバー








































































府” “乐曲” “乐团” などはこちらに置かれています。言い換えれば、“乐队”
という言葉を読めるとしても、調べてみると yuèのところには載っていない
のです。万が一、“乐（樂）” のほかの読みがわからなければ、調べるのに非
常に手間がかかるでしょう。
― 　―
22
『日中語彙研究』創刊号
　第三版は、lèと読む親漢字およびこれをはじめとする熟語見出しは lèの
ところ（p. 1026–1027）に、yuèと読む親漢字およびこれをはじめとする熟
語見出しは yuèのところ（p. 2070–2071）に並べて、現代中国語でほとんど
使われない yàoは削除しました。
　実用の視点から見て前より調べやすくなりました。辞書学の角度から見て
も、読み方によって並べるというやり方はもっと徹底的になりました。
　私は日本語と中国語との対照言語学、そして辞典学について勉強してきた
ものですから、よく辞書のことについて聞かれます。たとえば、「紙の辞書
と電子辞書、どちらがよいでしょう」「辞書を買いたいのですが、この辞書
はどうですか、?辞書とほかの辞書、どれがよいですか」などです。なかな
か答えにくい質問ばかりですが、簡単に結論を申しますと、「紙の辞書と電
子辞書、?辞書とほかの辞書、どれも一長一短」です。
　自分の使用目的をまずはっきりさせ、そして各辞書の特徴をよく理解した
上で決めてください。電子辞書を持っていても、紙の辞書は少なくとも?冊
くらいはあったほうがよいのではないでしょうか。
　全く個人の意見ですから間違っているところも多いかと思います。多少ご
参考になれば幸いです。
　本日は長時間のご清聴ありがとうございました。
付記：本稿は、2011年?月?日に行われた東亜同文書院記念賞・愛知大学同窓会最優秀
奨励賞受賞記念講演会の講演内容を整理したものです。
― 　―
